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冒
頭
の
挨
拶
で
、
西
澤
会
長

は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

「
日
退
教
は
、
2
0
0
5
年

退
職
者
運
動
の
脱
皮
を
目
指
し

て
、
社
会
参
加
へ
の
道
を
模
索

し
て
き
た
。
そ
れ
は
2
0
0
4

年
か
ら
の
年
金
課
税
、
つ
ま
り

不
公
平
税
制
の
抜
本
的
改
正
が

1
つ
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
ま

ず
、少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

新
自
由
主
義
の
下
、
雇
用
の
非

正
規
化
が
行
わ
れ
、
所
得
格
差

が
拡
大
し
た
。
こ
れ
を
世
代
間

格
差
と
い
う
ご
ま
か
し
の
論

理
で
対
立
を
あ
お
っ
た
。
あ

る
の
は
よ
り
高
い
利
潤
を
求

め
る
グ
ル
ー
プ
と
、
互
い
に

助
け
合
う
人
間
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
。

安
倍
政
権
は
〈
普
通
に
戦

争
を
す
る
国
〉
を
目
指
す
こ

と
を
〈
積
極
的
平
和
主
義
〉

と
称
し
て
い
る
。私
た
ち
は
、

安
心
な
暮
ら
し
、
子
ど
も
の

未
來
の
保
障
、
平
和
な
社
会

の
実
現
の
た
め
に
、反
差
別
・

貧
困
に
む
け
、
闘
っ
て

い
き
た
い
。

〈
在
特
会
〉
な
ど
の

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
に
対

し
て
は
〈
の
り
こ
え

ネ
ッ
ト
〉
に
連
帯
し
て

運
動
を
進
め
た
い
。」

こ
の
後
、
8
名
の
来

賓
か
ら
連
帯
と
激
励
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

（
内
容
は
省
略
）

方
針
は
原
案
通
り
可

決
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し

た
。（
し
）

第
43
回
日
退
教
総
会 

6
月
10
日

退連・阿部会長

日教組
小西副委員長

神本参議院議員

なたにや参議院議員

力強く訴える西澤会長

「
日
退
教
」
と
漢
字
で
入
力
す
る
だ
け
で
簡
単
に
検
索
で
き
ま
す
。

各
単
会
の
機
関
紙
・
ニ
ュ
ー
ス
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
発
行

し
た
ら
日
退
教
に
1
部
郵
送
し
て
下
さ
い
。

日
　
退
　
教

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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全国退女教
北村事務局長

相互共済会
木下理事長

生きがい支援協会
森越理事長
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質
問

新
潟
高
退
教
（
木
村
代
議
員
）

組
織
拡
大
方
針
で
、
再
任
用

者
を
退
職
者
組
織
の
対
象
と
す

る
よ
う
現
職
組
合
と
協
議
す
る

と
あ
る
が
、
現
職
の
了
解
を
得

な
い
と
だ
め
か
。

愛
知
退
教
（
青
木
代
議
員
）

愛
知
は
尾
張
、
三
河
、
名
古

屋
市
の
連
合
体
で
組
織
し
て
い

る
。
名
古
屋
市
は
政
令
指
定
都

市
な
の
で
2
0
1
9
年
に
県
費

職
員
か
ら
市
費
職
員
に
な
る
。

愛
知
は
、
現
退
で
協
議
し
て
い

る
。日
退
教
は
ど
う
考
え
る
か
。

宮
城
退
教
（
酒
井
代
議
員
）

1 

．
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独

立
行
政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）

は
運
用
基
金
の
国
内
株
式
の

比
率
を
引
き
上
げ
る
方
向
で

作
業
を
進
め
て
い
る
。
国
内

株
式
の
比
率
を
1
％
幅
引
き

上
げ
る
と
、
市
場
に
1
兆
円

強
が
流
れ
込
む
と
い
う
。
ハ

イ
リ
ス
ク
、
ハ
イ
リ
タ
ー
ン

と
い
う
問
題
が
あ
る
。
地
公

退
も
含
め
て
日
退
教
の
考
え

は
？

2 

．
東
北
電
力
の
大
間
原
発
の

建
設
反
対
で
函
館
市
は
裁
判

で
訴
え
て
い
る
。
脱
原
発
を

目
指
す
全
国
の
首
長
選
挙
に

支
援
で
き
な
い
か
？

※
答
弁
は
次
号

討
　
論

大
阪
退
教
（
門
川
代
議
員
）

今
、
大
阪
に
か
け
ら
れ
て
い

る
攻
撃
は
大
阪
だ
け
で
は
な

く
、
橋
本
市
長
と
安
倍
総
理
が

組
ん
で
先
取
し
て
い
る
と
捉
え

て
い
る
。
そ
の
内
容
の
1
つ

は
、
徹
底
し
た
公
務
員
攻
撃
で

あ
る
。
市
職
、
水
道
労
組
、
学

給
労
（
給
食
調
理
員
の
組
合
）

は
事
務
所
を
追
い
出
さ
れ
た
。

2
つ
目
は
、
幼
稚
園
部
会
の
組

合
費
は
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
出
来
な

く
な
り
、
手
集
め
や
口
座
振
り

込
み
を
し
て
い
る
。
更
に
、
労

使
関
係
に
関
す
る
市
条
例
第
12

条
に
よ
っ
て
、
一
切
の
便
宜
供

与
を
さ
せ
な
い
と
府
議
会
も
通

り
、
教
研
集
会
も
学
校
施
設
で

は
な
く
、
公
民
館
な
ど
で
分
散

し
て
や
っ
て
い
る
。
ま
た
、
勤

務
時
間
外
の
分
会
会
議
も
喫
茶

店
な
ど
で
し
て
い
る
。
当
然
、

大
阪
地
労
委
は
、
こ
の
こ
と
を

違
憲
だ
と
し
て
勧
告
し
た
。
教

研
会
場
問
題
も
含
め
大
阪
地
裁

の
公
判
が
山
場
に
な
っ
て
い

る
。

石
川
高
退
教
（
西
田
代
議
員
）

会
長
は
05
年
か
ら
運
動
体
へ

脱
皮
し
た
と
挨
拶
し
た
が
、
石

川
高
退
は
交
流
親
睦
を
基
本
と

し
て
活
動
し
て
き
た
。
日
退
教

は
教
職
員
退
職
者
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、「
教
え

子
を
再
び
戦
場
に
送
る
な
」
と

い
う
一
見
古
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

は
あ
る
が
、
今
、
ま
さ
に
こ
の

言
葉
が
生
か
さ
れ
る
か
ど
う
か

問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
閣

議
決
定
に
対
し
、
ど
う
対
応
す

る
の
か
、
ま
た
第
5
次
沖
縄
交

流
団
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
実
の

あ
る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

千
葉
退
教
（
平
野
代
議
員
）

2
月
の
3
日
間
、
福
島
の
2

か
所
の
就
学
支
援
に
参
加
し

た
。
最
初
の
仮
設
住
宅
集
会
所

で
原
発
の
あ
る
町
か
ら
避
難
し

て
い
る
3
名
の
小
学
生
に
絵
本

を
読
ん
で
あ
げ
た
が
目
を
輝
か

せ
て
聞
い
て
い
た
。
二
か
所
目

は
、
浪
江
町
か
ら
の
避
難
者
が

住
む
仮
設
住
宅
で
、
中
3
の
生

徒
に
英
語
を
教
え
た
。
理
解
力

の
あ
る
子
な
の
に
、
避
難
で
授

業
も
満
足
に
受
け
ら
れ
な
い
日

も
あ
っ
た
と
い
う
。
福
島
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援
活
動
は
、

会
員
拡
大
に
も
つ
な
が
る
運
動

に
な
る
と
、
考
え
て
い
る
。

愛
知
退
教
（
青
木
代
議
員
）

愛
知
の
退
職
者
団
体
連
合
の

総
会
議
案
に
は
政
治
の
問
題
が

一
切
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、

指
摘
を
し
た
ら
「
今
や
政
治
的

中
立
を
め
ざ
す
」
と
い
う
こ
と

で
、
大
き
な
議
論
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

影
響
を
受
け
て
だ
ん
だ
ん
、
私

た
ち
と
違
っ
た
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
。
神
本
選
挙
は
何
と
か

勝
利
し
た
が
、
厳
し
い
総
括
を

し
て
来
年
の
統
一
地
方
選
挙
に

勝
利
し
な
け
れ
ば
、
次
の
「
那

谷
屋
選
挙
」
は
勝
利
の
展
望
が

み
え
な
い
。

北
海
道
退
教
（
北
島
代
議
員
）

「
現
職
組
合
の
状
況
を
ど
う

す
る
か
？
」
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
現
職
組
合
員
に
対
し
て

次
の
よ
う
な
行
動
を
示
し
て
い

る
。
北
退
教
と
し
て
「
戦
争
は

さ
せ
な
い
」
と
い
う
視
点
で
道

教
委
と
独
自
交
渉
を
お
こ
な
っ

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
運
動
を

現
職
の
機
関
誌
で
紹
介
し
て
い

る
。
ま
た
、
92
歳
の
北
退
教
会

員
は
治
安
維
持
法
で
逮
捕
さ
れ

た
経
験
談
を
著
書
に
し
て
特
定

秘
密
保
護
法
の
危
険
性
を
訴
え

て
い
る
。

さ
ら
に
、兼
古
前
会
長
の「
戦

争
は
教
室
か
ら
始
ま
る
」
講
演

を
Ｃ
Ｄ
化
し
て
、
現
職
組
合
員

に
配
布
し
て
い
る
。「
教
え
子

を
戦
場
に
送
ら
な
い
」
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
署
名
や
教
え
子
に
手
紙
を

出
す
な
ど
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
教
え
子
か
ら
カ
ン
パ
と
し

て
切
手
代
が
送
ら
れ
て
き
た
。

新潟高退
木村代議員

愛知退
青木代議員

大阪退
門川代議員

石川高退
西田代議員



福
岡
退
教
（
中
村
代
議
員
）

昨
年
の
総
会
で
は
、
神
本
選

挙
へ
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し

た
が
、
日
教
組
・
日
退
教
一
体

の
運
動
で
、
三
選
を
果
す
こ
と

が
出
来
、
改
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
た
い
。
6
月
15
日
に
「
戦

争
を
許
さ
な
い
福
岡
県
民
会

議
」
の
結
成
総
会
を
開
き
、
県

退
教
も
参
加
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
一
員
と
し
て
運
動
を
進
め

て
い
き
た
い
。

福
岡
で
は
、
福
岡
県
退
職
教

員
協
会
が
、
3
年
前
に
、
特

に
福
島
・
宮
城
・
岩
手
の
3

県
支
援
決
議
を
あ
げ
、
毎
年

1
5
0
万
円
の
支
援
を
10
年
間

取
り
組
む
こ
と
と
し
、
3
年
が

経
過
し
た
。
昨
年
は
役
員
22
名

が
岩
手
を
視
察
し
た
。今
年
は
、

一
般
会
員
に
も
呼
び
か
け
る
予

定
。
こ
の
よ
う
な
支
援
を
互
助

会
や
退
教
に
も
呼
び
か
け
て
頂

き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
る

決
意
を
述
べ
て
討
論
に
変
え
ま

す
。

（3）

書
署
名
と
組
み
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
　

沖
縄
退
教
（
平
安
代
議
員
）

沖
縄
カ
ン
パ
や
交
流
団
の
派

遣
な
ど
、
温
か
い
お
心
遣
い
を

感
謝
し
ま
す
。
ご
支
援
に
対
し

て
、
私
た
ち
が
行
っ
た
2
つ
を

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
名
護

市
長
選
挙
で
は
私
た
ち
は
強
い

危
機
感
を
も
っ
て
、
全
組
織
を

挙
げ
て
戦
い
抜
い
た
結
果
、
辺

野
古
へ
の
移
設
反
対
を
掲
げ
る

稲
嶺
氏
が
4
0
0
0
票
の
差
を

も
っ
て
勝
利
し
、
安
倍
政
権
に

打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
竹
富
町

の
教
科
書
問
題
で
は
、「
教
科

書
は
各
教
育
委
員
会
が
決
め

る
」
と
い
う
法
律
に
基
づ
い
た

原
則
を
貫
き
、
教
育
長
は
何
度

も
東
京
に
呼
び
つ
け
ら
れ
た
が

屈
し
な
か
つ
た
。
町
民
・
教
育

長
・
教
委
の
多
様
な
闘
い
が
勝

利
を
も
た
ら
し
た
。
沖
縄
で
は

ど
ん
な
圧
力
に
も
屈
し
な
い

リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
11
月
の
県
知
事
選
挙
を
も

勝
ち
抜
き
た
い
。

香
川
退
教
（
大
林
代
議
員
）

香
川
県
に
お
け
る
「
教
科
書

採
択
」
の
取
り
組
み
を
報
告
す

る
。
2
0
1
1
年
に
香
川
県

教
委
が
県
立
中
学
で
「
育
鵬

社
」
の
教
科
書
採
択
を
決
定
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
12
年
6
月

に
「
香
川
の
こ
ど
も
と
教
科
書

ネ
ッ
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
県
民

署
名
運
動
を
開
始
。
13
年
7
月

に
は
2
万
2
4
1
4
筆
の
署
名

を
背
景
に
、
県
教
委
と
交
渉
。

翌
日
に
朝
日
新
聞
・
四
国
新
聞

で
も
報
道
さ
れ
た
。そ
の
結
果
、

「
育
鵬
社
」
に
繋
が
る
「
明
成

社
」
の
教
科
書
は
高
校
で
の
採

用
は
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。
今
年
度

は
昨
年
度
以
上
の
署
名
を
集
め

る
た
め
に
よ
り
強
力
な
取
り
組

み
を
し
た
い
。「
戦
争
を
さ
せ

な
い
1
0
0
0
人
委
員
会
」
も

発
足
さ
せ
、
街
頭
署
名
を
教
科

日
退
教
の
カ
ン
パ
に
感
謝
す

る
。南
相
馬
市
に
住
ん
で
い
る
。

現
在
、
私
の
放
射
線
計
量
は
11

年
3
月
11
日
か
ら
3
8
0
0
万

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
示
し

て
い
る
。
年
間
1
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
超
え
る
。
政
府
は
「
福

島
第
一
原
発
事
故
は
突
発
的
な

も
の
な
の
で
、
計
画
的
な
基
準

は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
二
枚
舌

を
使
っ
て
い
る
。
18
歳
以
下
の

県
内
避
難
者
は
2
万
6
0
0
0

人
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
28
校
中
6
校
が
休
校
と
な

り
、
17
校
が
仮
設
校
舎
と
い
う

状
況
だ
。
今
年
再
開
し
た
学
校

で
2
名
と
か
6
名
の
と
こ
ろ
も

あ
る
。
復
興
を
い
く
ら
唱
え
て

も
、
放
射
能
汚
染
は
地
域
社
会

を
根
本
か
ら
壊
し
て
い
る
。
再

稼
働
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
。

31
年
前
か
ら
教
育
委
員
会
の
傍

聴
行
動
も
お
こ
な
っ
て
き
た
。

岩
手
退
教
（
菊
池
代
議
員
）

学
習
パ
ン
フ
「
教
育
委
員
会

制
度
を
変
え
る
っ
て
ど
う
い
う

こ
と
？
」
を
作
成
し
、
学
習
し

て
い
る
。
06
年
12
月
、
第
一
次

安
倍
政
権
下
で
47
教
育
基
本
法

改
正
案
が
強
行
採
決
さ
れ
た
。

今
の
状
況
は
あ
の
と
き
が
出
発

点
で
あ
っ
た
。
今
、
ま
さ
に
安

倍
首
相
は
本
性
を
現
し
た
。
私

た
ち
は
「
戦
争
が
で
き
る
国
」

に
反
対
し
て
き
た
。
5
月
31
日

の
デ
モ
行
進
の
途
中
に
自
衛
隊

員
が
駆
け
寄
っ
て
き
て
、「
今

の
憲
法
の
お
か
げ
で
戦
争
に
行

く
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
」

と
言
っ
て
き
た
。

福
島
退
教
（
竹
中
代
議
員
）

香川退
大林代議員

沖縄退
平安代議員

福岡退
中村代議員

福島退
竹中代議員

岩手退
菊池代議員

千葉退
平野代議員

宮城退
酒井代議員

北海道退
北島代議員



（4）

　
◆ 

編
集
後
記 

◆

東
日
本
大
震
災
そ
し
て
福
島
原
発
事

故
か
ら
3
年
4
カ
月
に
な
っ
た
。
私
の

地
元
で
、
原
爆
絵
画
展
実
行
委
員
会
代

表
を
し
て
い
る
田
村
市
（
福
島
）
出
身

の
先
輩
に
故
郷
を
思
う
現
在
の
心
境
を

お
聞
き
し
た
。
今
な
お
、
故
郷
に
帰
れ

ず
避
難
し
て
い
る
人
達
が
14
万
人
も
い

る
。
そ
う
い
う
人
々
の
話
を
聞
く
と
悲

し
く
涙
が
出
る
。
更
に
、
福
島
第
一
原

発
の
汚
染
水
が
1
日
に
4
0
0
ト
ン
、

増
え
続
け
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
「
原
発

事
故
子
ど
も
被
災
者
支
援
法
」
が
一
昨

年
6
月
に
成
立
し
た
が
、
な
ん
の
働
き

も
さ
れ
て
い
な
い
。
逆
に
、
理
念
が
骨

抜
き
に
さ
れ
て
い
る
。
避
難
し
て
い
る

人
達
が
、
今
の
と
こ
ろ
に
住
み
続
け
る

か
、
故
郷
に
戻
る
か
迷
っ
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
そ
う
い
う
状
況
を
日
々
考
え

る
に
あ
た
っ
て
、
原
発
は
廃
止
す
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
電

力
業
界
が
国
会
議
員
に
原
発
推
進
の
模

範
解
答
を
す
る
よ
う
に
文
書
が
配
布
さ

れ
た
、
こ
れ
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
石
原
環
境
大
臣
の
発
言

は
、
ひ
ど
い
も
の
だ
。
一
体
、
だ
れ
が

あ
の
よ
う
な
人
間
を
大
臣
に
任
命
し
た

の
だ
。�

（
ま
）

��������������������������������������������������

第
1
回
東
ア
ジ
ア
研
修
旅
行

第1回東アジア海外研修旅行 ―交流と4つの世界遺産を巡る旅―

日 午前 午後
1日目
10/23

（木）

CA422成田08:50北京11:35
CA162関空09:00北京11:20
MU532福岡09:50上海10:30

成田・関空からの方
CA1201北京14:20西安16:30
福岡からの方
MU9203上海13:50西安16:15
全員一緒に、ホテルへ
着後、夕食

2日目
10/24

（金）

兵馬俑博物館見学
昼食：郷土料理

華清池見学
大雁塔見学
夕食：西安市内
唐歌舞鑑賞（OP）

3日目
10/25

（土）

高速鉄道にて、洛陽へ。
着後、高速道路で少林寺へ。
昼食：少林寺近くのレストラン

少林寺観光
少林寺拳法演武見学
夕食：洛陽市内（水席名物料理）

4日目
10/26

（日）

龍門石窟見学
昼食：洛陽市内

高速鉄道で西安へ。
西の城門見学
教育退職者と交流会
夕食：懇談交流会

5日目
10/27

（月）

成田・関空行きの方
CA1290西安12:10北京13:50
福岡行きの方
MU2161西安14:00上海16:00
福岡の方は空港で昼食

CA421北京16:45成田21:00
CA161北京16:05関空20:10
MU531上海18:10福岡20:50
札幌は、各地便に合流

6
月
、
群
馬
の
富
岡
製
糸
場
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
の
と
同
時
に
、
中
国
と
数
カ
国
で
申
請
を
し
て
い
た
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
も
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、「
3
つ
の
世
界
遺
産
を
巡
る
旅
」
と
案
内
し
て
き
ま

し
た
が
、「
4
つ
の
世
界
遺
産
」
を
巡
る
旅
に
な
り
ま
す
。

生
き
が
い
支
援
協
会
で
は
、年
4
回
の「
ゆ
う
ゆ
う
ラ
イ

フ
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
7
月
上
旬
に
配
達
さ
れ
る

8
月
号
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、参
照
し
て
下
さ
い
。

申
し
込
み
用
紙
は
、各
退
教
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
が
、

直
接
、
日
退
教
本
部
に
F
a
x
で
名
前
・
住
所
・
電
話
番

号
を
連
絡
し
て
下
さ
れ
ば
、
申
込
用
紙
・
計
画
表
な
ど
を

各
個
々
人
に
お
送
り
し
ま
す
。

団
体
扱
い
：
20
名

目　

標
：
成
田
発
8
名
、
関
空
発
6
名
、
福
岡
発
6
名

締　

切
：
7
月
下
旬

申込み受付中
シルクロードも世界遺産に！

今 後 の 日 程
7月9日（水）　大阪地裁　傍聴行動
7月14日（月）15：00　第2回役員会
7月15日（火）13：00　
 退職者連合第18回定期総会
7月25日（金）13：30　
 地方公務員退職者協議会
 第45回定期総会
9月6日（土）
 戦争をさせない1000人委員会国会包囲行動
9月13日（土）15：00　
 第1回ブロック代表者会議、第3回役員会
9月14日（日）13：00　
 地公3単産・地公退高齢者集会（日本教育会館）
9月15日（月）13：00　
 退職者連合　全国高齢者集会（日比谷公会堂）
9月23日（火）
 さようなら原発全国大集会（代々木公園）
9月28日（日）～ 29日
 第5次沖縄交流団（締切9月5日）
10月16日（木）11：00
 第21回五者学習会（ラポール日教済）
10月16日（木）16：00
 第4回役員会（ラポール日教済）
10月17日（金）10：00
 第20回日退教組織活動交流集会（ラポール日教済）
10月23日（木）～ 27日（月）
 第1回東アジア海外研修旅行（締切7月末）

集
団
的
自
衛
権
閣
議
決
定
を

　
許
さ
ず
、
7
・
1
官
邸
前


